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概要　Non　stress 　test （以下 NST と略す）に お い て
， 胎児が active 　state 　 eeある とぎの FHR パ タ

ーソ の 判

読 の た め に ，分娩監視装置，2台の 超音波断層装置及び妊婦の 自覚胎動を記録する た め の 胎動 マ ー
カ
ー

を用い

て FHR パ タ
ー

ン ，児頭 回転様運動，胎児躯幹回転様運動，な らび に 母体自覚胎動 の 4 種 の 情報 を 同時 に 集

録 し，NST の reactive
，
　nonreactive 判別 に重要な意味を持つ 胎児回転運動の 把握 に 最適 な 方法を検討した ．

　そ の 結果 ， 児頭 の 観察か らは これ ら全 胎動情報の 約77％を得る こ とがで き，胎児躯幹の 観察で は 約72％ が 認

識可能 で あつ た が，母体自覚か らは約29％が認識され る に すぎな か つ た ．さ らに 母体自覚 で は ，児頭，胎児躯

幹が動 い て い ない に も拘らず，胎動 を 感ずる もの が 約 18％存在 した ．

　以上 の 事か ら ，
NST 施行時 の 胎児 active 　 state を反映す る胎児回転様運動は児頭回転様運動で代表し うる

こ と が知 られ た ．

Synopsis　 The　measuring 皿 e【hods　of 　fetal　roIling 　movements ，　which 　are 　very 　important　diagnostic　in傴omations 　at

the 　case 　of 　Non 　Stress　Test，　a爬 ．analySed ．　In　nomlal 　pregnant　women （from　29 　to　4e 　gestational　week5 ），　the　observa ・
tion 　of 　fetal　head　and 　trunk 　rolling 　movernents 　by　real −time 　B −scan ，　and 　maternal 　perception　ef 　fetal　movernents 　are

simultaneQusly 　recorded 　in　analog 　data　recorder ．　Analysing　these 　recortled 　data，　we 　fbund　that 　76，7％　of 　feしal　rolling
rnovements 　could 　be　detected　by　observation 　ef 　head 　rolling 　movements 　only ，　and 　72．4　？6　with 　truk　observation 　only ．
But　mateTnal 　perception　could 　find　only 　28．5％ of 　fetal　Tolling 　movements ．　These　results 　a皿d　analysis 　may 　suggest 　us

that，　if　only 　one 　machine 　is　available ，　the 　observation 　of 　fetal　head　rolling 　movements 　by　Tea 蓋一time 　B−scan 　is　the　most

effective 　method 　for　the　analysis 　of 　feta1　rolling 　movernents 　on 　NST ．
Key　w ・・d・・ N ・n 　st・e・・t・・【 ・Fet・l　head ・qlling　m 。vemrnt ・ F・ t・i　t・ unk ・ ・ lling　m ・ vem ・nt ・Ma 【em ・L　p・・cepti ・ n

　　　　　　　　　 緒　　言

　周産期医学に お い て ， 分娩中の み な らず妊娠中

の 胎児健康状態 を 把握 す る こ とが 非常に 重要で

あ り，そ の
一方法 と して ，Contraction　 stress 　 test

や N ・ nstress 　 test が広 く行わ れ て 来て い る
4）5）7》

1°）13 ）2 °）．特 に N 。 n 　 stress 　 test は そ の 手技 の 簡便

性 ， 無侵襲性が利点 とな り，目ざま し く普及 しつ

つ ある． こ の Non　 stress 　test 判読に あた り， 胎

動周辺 に み られ る Accelerationが よ く認 め られ

る場合 に は ，reactive 　 NST と し て 評価 され ， 胎

児状態 も良好で ，出生児も健康で あ る と報告が な

さ れ て い る
6）9》　n ）　tz）i5｝17＞2S）2S）29），一方心拍数 パ タ

ー

ン だけ か ら，
N ・ n 　 reactive と判定 され る中に は ，

　 i）偶然に そ の 検査時間内に 胎児が silent 　state

に あつ た もの ，

　ii）胎動 は 存在す るが Accelerati ・ n が認め ら

れな か つ た も の
，

　iii）重 症 の fetal　 destressに 陥 り， 胎 動 も

Accelerationも全 く消失 し て い た も の
，

等が混在 して い た可能性があ る ．

　こ の 場合 ，
manipulation や sound 　 stimulation

な ど胎児に 外部 か ら刺激 を 加え ， 胎児を active

1
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state に し た後 ，
　 Acceleration の 出現 を 見る こ と　　　 movement ），

に よ つ て non 　reactiVe ！reaCtive の 判定 を お こ な　　　を記録す ると同時に 並列デ ータ とし て，

うこ とが一般的で ある
1）．しか し ， 胎動は 存在す　　　　 （c）母体 自覚胎動 （Maternal 　perception），

るが Accelerationが認 め られない もの と胎動 も　　　を記録 し
， 胎児回転様運動の把握に 最適な方法を

Accelerati・ n も全 く消尖1して い 葛もの とは その生　　　検討 ， 以下 の 如 i鱇 績を得た の で報告する．

理学的意味を異に し ， こ れ らを 胎動情報を無視 し　　　　　　　　　対象な らびに研究方法

て 判別す る こ とは 困難で ある ．　　　　　　　 ・　　　　 研究対象は正 常妊婦，各種合併症及び，軽度妊

　 こ の 観点か ら我 々 は NST 施行の 際，短時間で 　　　娠中毒症を含む妊婦で ， そ の後 の 追跡調査に て，

効率よ く，
n・n　reactive 群か ら前述 した 3項の 群　　　正 常分娩 ， 新生児出生俸重 AGA

・
Apgar　sc °re　 1

を識別 す る 目的で
， 種 々 の 胎動 の 内，

Accelera一　　 分後 8点以上 ， 5 分後 8 点以上で 新生児異常 の 認

tion と の 関連が よ く認 め られ る 胎児回転様運動　　　め られなか つ た もの を対象 とした ．検査時の妊娠

に 着 目した
16）25）　z6）　27）

’s°）．　　　　　　　　　　　　　 週数は29〜40週で あ り，
モ ニ タ

ー
時間は 1検査当

　 そ こ で 我 々 は ，　　　　　　　　　　　　　　　　　 り30分間 で ある （表 1 ）．

　 （a）児頭回転様運動 （fetal　head　rolling 　move 一　　　 上記妊婦を半側臥位に して
， 分娩監視装置を装

ment ），　 　　　 　
’
　 　　　 　　　 　　　 着 し，・胎児心拍数を腹壁誘導 FECG

， 心音 マ イ ク

　　（・）胎児騨 回転黼 貅 δ・・ ’ … nk ・・ni・

蘇 肆 ・ … 超韻 ド乃
一 ・ ラ ソ ス デ ・

一サ ー等

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　
　
’
　 t．t／ttt ，，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　t．ltFt

　　　　　　　　　　
’
表 1 “ ・

嶼
・t・ ・fp 「e・n ・噸 1鱒 udin ・ det詛 s °f　fctal°ut °°「nr

．

SubjCCtGcst ，　 age 　aI

r   ording

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 丶

Ihagn 〔｝sis
G
糖i諜

a

〜
　　　　　　　卜

Birth　wdght

　　　（gr，）
　　1−min ．，
Apgar 蜘 に

　　5−min ，
Apgar 　sco 田

Fetal　sex

1，Y ．　 S ． 40w 十 3dNormal 　pregnancy 41w 十 3d3500 9 9 F

2．H ．　K ． 39w 十 5dNormal 　pregnancy 40w 十 5d2760 9 9 M

3．R ．　T ． 40w 十 3dNQrmal 　pregnancy 40w 十 6d3120 9 9 F

4．K ．0 ． 38w 十 〇 dP 祀 vious 　perinata［dea 【h 喀 38w 十 5d3270 9 9 M

5．K ．1． 29w 十 4dNormal 　pregnancy 40w 十 5d3000 9 9 F

6．K ．　H ． 29w 十 3dAordtis 　syndrDme 38w 十 4d3490 8 9 F

　　7．M ．　Y ．． 36w 十 1dPancreatitis 41w 十 4d2780 8 8 M

8．K ．1． 33w 十 4dN 【π m 組 pregnancy 40w 十 5d3000 9 9 F

9．Y ．0 ， 37w 十 2dN ・ rmd 　pregnancy 38w 十 5d2950 9 9 M

10．K ．　N ． 35w 十 4dNormal 　pregnanEy 39w 十 ld2920 8 9 M

11．M ．　S． 34w 十 2dD ，M ．（border　hne） 38w 十 4d2810 8 9 F

12．J，Y ． 34w 十 1dNormal 　pregnancy 38w 十 4d3150 9 10 F

13．M ，　 S ． 35w 十 1dD ．M ．（boder 旦ine） 38w 十 4d2810 8 9 F

14．H ，K ． 34w 十 2dN ・ r 翻 pregnancy ． 40w 十 4d3130 9 9 F

15．K ．、T ． 37w 十 3dNormal 　prcgnanoy 40w 十 4d2880 9 』9 M

16．J，Y ． 34w 十 1dNorm 副 pregnancy 41w 十 6d3080 9 9 F

17．K ，　K ． 38w 十 1dPOSt 　rheumatic 『ever 38w 十 6d3125 9 10 M

18．M ，　N ． 29w 十 5dNormai 　pregnancy 38w 十 5．　d2720 9 9 M

19．T ．　K ． 39w 十 4dNo ・m 訓 P ・egnancy 40w 十 3d3320 8 9 F

20．　 1 ，K ． 38w 十 〇 dNorm 烈 pregnancy 40w 十 2d3400 8 9 M

21．J．0 ． 36w 十 6dSLE 39w 十 4d2610 8 9 F

22．K ．　 K． 37w 十 3dPost 　operation 　of 　Thy ．9じ
・

39w 十 4d2970 8　　
尸

9 F

23．M ．　T ． 37w 十 2dNorma 且pcrgnancy 39w 十 2d2900 8 8 M

24．K ．W ， 34w 十 〇 dPrevious 　p 創rinataI　dea【h
寧寧寧

39w 十 ld3510 8 8 F

25．Y ．　N ． 37w 十 4dPDA 38w 十 4d2890 9 9 F

噸
　2times 　perinatal　death（etiology 　is　unknown ）　

拿．
　 partial　Thymidectomy （Grave

’
s　discase）

亭鴨2times 　Intra　Uterine　Feta且Death （etiology 　is駈 nk 旺 own ）
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図 1　 児頭回 転様運動

abdominat 　 welt

タ

戀　 、 ・

fetal　 hε ad

e 。h 。

図 2　 胎 児 躯幹 回 転様運 動
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を用 い
， 記録した ．同時に ， 2 台の 電子 ス キ ャ ソ

超音波断層装置 を用 い て ，そ の うち 1 台は 児頭の

横断面 を 走査 して ，
midline 　ech ・ の 傾斜角度の

変化を観察する こ とに よつ て 回転様運動を認識 し

た．他 の 1 台は
，

一般 に 広 く行わ れ て い る胎児腹

囲測定法に 用い られる胎児躯幹断層像 を得て ， 回

転様運動を とらえた （図 1
， 図 2 ）．

　 2 名の検査者は 夫 々 1 台ず つ の超音波断層装置

の 前述 した 異な つ た 胎児断層画像を注視し ， 回転

様運動を認め る 毎に 胎動 マ
ー

カ ーを手動 で 作動 さ

せ た ．本マ ーカ ーは ス イ ッ チ ON 状態で
‘‘H ”

の

レ ベ ル を発生す るもの で ある ．一方妊婦 に も同様

な胎動 マ
ー

カ
ー

を与え，超音波断層像に よ る胎動

の 認知に 無関係 に
， 又そ れ らの 動向に影響され な

い 状態で
， 母体胎動 自覚 の 情報を得た ．

　以上 の 方法に よ り 4 種類 の 情報 ， 即 ち胎児心 拍

数 ， 児頭回転様運動の 有無 ，

・胎児躯幹回転様運動

の 有無 ， 及び母体 自覚 に よ る 胎動 の 有無 を 集録

し， 4 チ ャ ン ネ ル の ア ナ 卩 グ デ ータ ー レ コ ーダー

図 3　上 段 か ら順 に 胎児 心 拍数 曲 線 ， 児 頭 回転 様 運

　動 ，胎 児 躯 幹 回転 様 運 動，母 体 自覚 に よ る 胎 動 情

　報 を示 す．

　　 　　 　　 CiSE・K，　 F．　35胃う1ロ

に記録 した の ち ，
ペ ン レ コ

ーダ ー
を用 い

，
チ ャ

ー

ト上 に 再生 した （図 3、），図 3 は こ の 方法 に よ り

得 られた チ ャ
ー

トで ある．上段 か ら順に 胎児心 拍

数 曲線 ， 児頭回転様運動 ， 胎児躯幹回転様運動 ，

母体 自覚に よ る胎動を示 して い る ．

　 こ れ らの各部位で 得 られた 胎動 の 相互 の 関係を

解析する上で ，胎動 の 出現回数及び持続時間を共

に反映出来 る方法を用 い 検討 し た ．こ の 方法は 各

N 工工
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図 4　・各方 法 で 得 ら れ た 胎動情報 の 解析
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部位に お ける胎動を矩形波で 記録 し た チ ャ
ートを

2 秒間 の segment に 分割 し ， 各 segment 間で 胎

動 が 少 しで も認め られ る も の を （＋ ）， 認め られ

な い もの を （一） とし て ， それ らの 各部位で の 総

計を求め る と共 に ， （＋），（一）の 組合せ に よる

事象 を集合論的 に 検討 した （図 4）．こ の 方法 に

よ り， 各部位に よ る胎動の 時間的絶対量は ， 分割

され た segment が （＋）を示 す もの の 総計 とし

て 定量化 し ， また各部位に おけ る時間的同期性は

集合論か ら導き出し た ．

　　　　　　　　　研究成績

　児頭回転様運動 と胎児躯幹回転様運動， 母体自

覚胎動の こ れ ら 3 情報 の 関係を 図 5 に 示 した ．図

5 に お い て，

図 5　児頭 回 転 様運 動，胎 児 躯 幹 回 転 様 運 動，母 体

　 自覚胎動 の 相互 の 関係
．を 示 す．

龕
　 H ：HEAD 「貿｝凵Ll” G

　 τ ：TRU 鼬K　RO 山 閥G
　 M ：MAT 匸n閧 AL 　卩脱 E阿 ゆ 閥

H 雌 8 　 　（巾 25 ）
1昌1725M
匸6 ●oH

　 TuM ＝lse　

〔HunnMC ・” 04 （MG・Mm ・ ・・…。d〕
H
°
じTC ＝1Pt

肩藷 田「
・1・。一・・．7 （・）

　 τ ．
　 ・1DO＝724 ω

　 じ T 　 M

議 r ・ 1・。−2 臼 5 （・ ｝

糟
虻

・1・。・・… （・〕
H  τ゚ 　．100＝噛7el ． l

　 M

o 児頭回転様運動 （fetal　head 　rolling 　m ・ ve 皿 ent ：

H ，以下 （H ） と略す）が （＋） の 総数は 1828．

O 胎児躯幹回転様運動 （fetal　trunk　roHing 　move 一

ment ： T
， 以下 （T ）と略す）が （十） の 総数は

1725．

O 母体 自覚胎動 （Maternal 　percepti・ n ： M
， 以下

（M ）と略す）が （十 ）の 総数は 680で あ り
， （H ），

（T ）， （M ）の い ず れ か
一
方が （＋）の も の が

2384 （HUTUM ；2384）．

　 （H ）が （十）， （T ）が （十），
か つ （M ）が

（十）の もの が391 （H ∩ T ∩M ；391）．

　 （H ）も し くは （T ）が （十）で
，

か つ （M ）

が （
一

）の もの が1704 ｛（HUT ）∩ Mc ；1704｝．

　 （H ）が （一）， （T ）が （一）で か つ （M ）が

（十 ） の もの が 121 ｛（HC ∩ TC ） ∩ M ；121｝．

　 こ こ で 胎児回転様運動 （fetal 「Olling 　 move 鰌

men り とは ， 児頭 ， 胎児躯幹， 母体自覚胎動の いず

れか 一方が 認め られ るもの と仮定する と， 児頭 の

観察・・ よ り， 76．7％ （H 、￥、M
・ 1・・− 76・・％）

が認識可能で あ り， 胎児躯幹の 観察か らは
，
72．4

％ （H 、｝幅
・ 1・・一 　72．・％）・1 認翻 能 で あ

… ， 母体 自覚か らは 28．・％ （頁 げ￥、M
・ 1・・−

28．・％）瑠 識で きるに す ぎなか つ た ・

　 さ らに 母体自覚に よ る と児頭 もし くは 胎児躯幹

・ 欟 髄 回転様 黝 を75．・％ （
（H 器PMC

・ 1・・− 75．3％）も見過す とV・う・ とカ・糊 した・

また母体自覚で は 児頭及び胎児躯幹に 回転様運動

が認 め られ な い に も拘らず ， 胎動を感ず る もの が

17．8％（
（Hc ∩

轟
c
）∩M

・ 1・・− 17，8％）存在・た．

こ の 種の 胎動は主 と して
， 回転様 運動を伴わ な い

手足の 運動や ， しや つ くり様運動 （hiccough）で

　図 6　胎児の し や っ く り様運 動 が 母 体 自覚 胎 動 と し

　 て 著 明 に 記 録 さ れ た ．

　　　　　　　　 CUSE　 Y．T．　　34wや 1。
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図 7　 母 体 自覚 胎 動 良 好 例

　 　 　 tUL 　 K．Y．　　　　 31，1 ．

図 8　胎 児 回 転 様運 動 を 全 く自覚 し な か っ た 例

　 　 　 　 　 　 　 。UE、y．　s，　 　 40．．3．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 閾
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あ る こ とが観察され た ．

　特 に しやつ くり様運動は 母体自覚胎動 として 著

明に 記録 され た （図 6 ）．

　 ま た 母体 の 胎動 自覚に は 個人差 が 非常 に大 き

く，
か な り良 く回転様運動を認識す る 者も い た が

（図 7）， 全 く胎動 を 自覚 しな い 者 もあつ た （図

8 ），

　　　　　　　　　考　　案

　Non　stress　 test を施行する に あた り，　 reactive
，

non 　 reactive の 判定をす る た め の 重要な診断要素

とな る胎児回転様運動を，ほ ぼ正常 と考え られ る

妊娠経過の 胎児を対象 と し て ， 3種類 の 方法で と

らえた，

　胎動を評価する に 当つ て は ，そ の 出現回数を数

える 方法や
14，16 ＞IS）19，31）32L

定時間内に 胎動が起 こ

つ て い る 時間 の ，検査時間 に 対す る 割合 を み る 方

法，即ち胎動 の 時間的 占有率 （percent 　inc三dence）

を み る方法
21）2Z）24）

等が発表され て い る ．胎動 の 回

数を数え る方法は手法的 に は 簡便 で ある が ， 1 回

の 胎動の 持続時間が長 い もの は 胎動回数 と し て は

少な く数 え ら れ ， ま た 胎動 と胎動 の 間隔が ど の 程

度 の もの を 1回の胎動 と し て 数える か と い う問題

が あ る
2》．また 一方胎動 の 時間的占有率を見る方

法で は ，個 々 の 症例に 対 して ，胎動の 時間的絶対

量 の 比較は容易に 行え ると い う利点が ある反面，

1症例 に つ い て ， 胎児心拍数 を モ ニ タ ー
しなが

ら，Accelerationと胎動 と の 関連性 に 着目 し つ

つ
， 胎動の把握に 最適な る方法 の比較検討を行 う

に は 不向 きで ある ．何故 な らば ， 時間的占有率

を見 る 場合に は ， 胎動の 確認部位 に 時間的ずれ

（Time −lag）が あつ て もそ れ は 無視 され ， 運動が

確認 され た 全時間 が 比較 され て し ま うか らで あ

る ．

　以上 の 点に関 して は ， 我 々 は ， 胎動 の 出現回

数，占有時間量及び時間的同期性を共 に考慮し た

方法 と して，全検査時間を 2 秒間の segment に 分

割 し ， 集合論 に よる 解析法に よ り解決を みた
3，．

　Timor・Tritsch　et　al．は tocodynamometer を用

い 胎動 を 4 つ の パ タ ー
ン に 分類 し て い る

25）． ま

た W ・ ・det 　 aL は 4 個 の straingauze を母体腹

壁上 に な らべ ， こ れ らの 胎動計 と母体 自覚胎動 と

を比較 し
，

r ・＝O．843 の 相関 があ つ た と 述べ て い

る
31）．しか し ， 彼 らに よ る と ，

こ れ らの 方法は 長

時間 の モ ニ タ ーに は 適 し て い るが，胎動 の 性質を

検討 す るま で に は 至 らな い と 論 じて い る ．また

Neldam 　et 　 al・は 分娩監視装置の 陣痛計の spike

波 と母体 自覚胎動及び電子 ス キ ャ ン 超音波断層装

置に よつ て 得られ た胎動の 出現回数の 比較を行つ

た結果 ，
spike 波 は 母体 自覚胎動 の わ ずか 6．7％

を とらえ る に すぎな い が
， 母 体自覚に よる と超音

波断層法に よ り得 られ た胎動 の 回数 の 88％を とら

え る こ とが 可能で あつ た と報告して い る
t6）．また

これに 反 し，HertOgs　 et 　 al ・は 我 々 と同様， 2 台

の 電子ス キ ャ ン 超音波断層装置を用 い
， 母体 自覚

胎動 との 比較 を 行つ て お り
8〕
，彼 らの定義に よ る

major 　movement （動 きが胎児の 四 肢 に ま で 及 び

か つ ，運動 の持続時間が 5 秒以上 の もの と定義 し

て い る．） の平均約33％が母親に よ つ て 識別 され

た が
， 非常に 個人差が あつ た と報告 し て い る．こ

の 結果は 我 々 の データ と 4 ％近 くの 違 い は ある も

の の ，母体 自覚で は ，全胎動情報 の 約 30％を 認識

で きる に すぎな い とい う点で よ く一致 し て い る ，
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　超音波断層法 に よつ て 得 られた 胎動情報 と 母

体 自覚胎動 と の 比較に お い て
， 前述 した 如 く，

Neldam 　 et 　 al ・は 母体自覚胎動は ，電子 ス キ ャ ソ

超音波断層法に よ り得られた 胎動情報 の 約88％を

と ら え，HertOgs　et　aL や我 々 は約 30％し か とら

えない とし て い る が ， これは 胎動の 把握法の 差異

に よ る もの と思われ る ．即ち Neldam 　 et 　aL は 胎

動 の 出現回数の比較計算を行つ て お り， 胎動の 持

続時間及び
， 超音波画像上で の 胎動と母体 自覚胎

動 との 時間的同期性は 無視 して
， 回数の み の 出現

率 を 出し て い る ．一方 Hertogs　et　 al ．や我 々 は

胎動 の 持続時間及び ， 母体自覚胎動と の 時間的同

期性 も考慮に 入れ た 方法に て解析 した た め ， 約30

％ とい う低値に なつ た もの と思わ れ る．

　従つ て胎動の持続時間， 時間的同期性 も考慮に

入 れ て 言及す る な らぽ ， 母 体自覚に よ る と，電子

ス キ ャ ン 超音波断層装置に よ り得られる胎動情報

の 約30％を認識する こ とが 出来る に すぎな い とい

え る ．

　特に N6n 　stress　test と して ， わずか 30分間 に

的確な る胎動情報 を効率よ く得 る た め には ， 電子

ス
．
キ ャ ン 超音波断層装置を用 い て 児頭を観察 し ，

こ の部位の 回転様運動を み る こ とが ， よ り有 効な

方法で あ る．本法に よれ ば胎児回転様運動 の 有無

が約80％判定出来，

「

NST の 判読に有力 な情 報を

与 えて くれる もの と思わ れ る．

　今回 は 胎動の 動き の 速 さ ， 移動距離等 ， 立 体的

な定量法は行 い 得なか つ たが ，今後 ， 胎動 と，そ

の 周辺 に み られ る Accelerati。 n 等 の 胎児心拍 パ

タ ー ン と の 関係を生 理学的な裏付けを もつ て 解析

す る上で ，さ らに 胎動 の立体的な評価法が 望まれ

る ．

　 稿 を 終 え る に あ た り，こ の 研 究 に 御 協 力 を頂 い た 基礎
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